
感染症研究拠点の形成に関する検討委員会 

 

 日 時：平成 28年４月 27日(水）13時 30分～ 

 場 所：中央合同庁舎８号館５階 共用会議室Ｃ 

 

議 事 次 第 

 

 

１．開 会 

 

２．議 事  

（１）ＢＳＬ４施設に係る検討状況等について 

   

（２）検討委員会における論点について 

 

３．閉 会 

 

（配布資料） 

 資料１－１ 長崎大学における高度安全実験（BSL4）施設設置に関する概要 

資料１－２ 高度安全実験（BSL4）施設設置に関する取組及び現状 

資料１－３ 国立感染症研究所村山庁舎ＢＳＬ４施設のこれまでの経緯と安全対策 

資料１－４ 感染症法の概要（特定病原体等の管理） 

 資料２   論点（案） 

 参考資料１ 国際的に脅威となる感染症対策の強化に関する基本計画（抜粋） 

参考資料２ 国際的に脅威となる感染症対策の強化に関する基本計画（概要）（抜粋） 

参考資料３ 感染症研究拠点の形成に関する検討委員会の開催について 
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内 閣 官 房 

国際感染症対策調整室 

 
（第１回）感染症研究拠点の形成に関する検討委員会 

議事概要 

 

日 時 ： 2016年４月 27日 （水） 13：30 ～ 15：00   

出席者 ： 別添の通り。 

 

 

 

 場 所 ： 中央合同庁舎８号館共用会議室Ｃ（５２０） 

  

○ 内閣総理大臣が主宰する国際的に脅威となる感染症対策関係閣僚会議で定めた基本

計画においては、５つの重点プロジェクトを掲げている。そのうちの一つである「感

染症研究体制推進プロジェクト」においては、BSL4 施設を中核とした感染症研究拠点

について、長崎大学が検討を進めている中で、関係省庁・自治体・大学から構成され

る会議体を設置の上、BSL4 施設の具体的な活用に関する支援方策等を検討・推進する

こととしている。【内閣官房】 

 

○ 施設は、世界最高水準の安全性が確保されるものでなければならない。【長崎市】 

 

○ それでも残る安全面への不安から、BSL4 施設を住宅地にあるキャンパスに設置する

ことに対して、地域住民の理解のためには、長崎大学が安全確保に尽くした上で、し

っかりとした国の関与を示すことが必要。【長崎県・長崎市】 

 

○ 万が一の緊急事態において、長崎大学が出来る限りの対応を行うのは当然のことで

あるが、それにとどまらず、国としても、長崎大学に対する技術的支援を行うととも

に、先頭に立って安全対策を講じる体制を構築すべき。【長崎県・長崎市】 

 

○ 施設設置者として長崎大学は可能な限り対応していくが、その上で、世界最高水準

の安全性確保のために必要な予算の確保、国も含めた施設の管理運営体制の構築、感

染症法に基づく適切な監督・指導等をお願いしたい。【長崎大学】 

 

○ 長崎県・長崎市・長崎大学からの要望を踏まえ、万々が一、重層的な安全対策がい

ずれも機能せず、ウイルスが施設外に漏出するような場合を想定して、厚生労働省や

国立感染症研究所が長崎大学に対し技術的支援を行うこととし、その旨予め確認する

ことについて、今後、関係省庁、長崎大学等と具体的に検討したい。また、万々が一

の場合の指揮監督等の国の体制についても併せて検討していく。【内閣官房・厚生労働

省・国立感染症研究所】 

 

○ 今後、５～６月に、大学や製薬企業に対して BSL4施設の活用に関するニーズ調査も

行った上で、長崎大学における活用方策の検討も踏まえ、施設の規模等を検討する。

その上で、施設整備に対する支援策を検討し、運営経費については、長崎大学を中心

に、受託事業的な収入や研究費の受け入れ等を含め、収支の均衡が図られるよう検討

していただきたい。【内閣官房】 

 

以 上
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（別添） 

 

（第１回）感染症研究拠点の形成に関する検討委員会 

出席者 

 

氏名 役職 

吉岡 てつを 内閣官房内閣審議官（国際感染症対策調整室長） ＜主 査＞ 

永井 達也 

（代理：原 幸太郎） 

内閣官房内閣審議官（危機管理審議官） 

（内閣官房内閣参事官（事態対処・危機管理担当）） 

大島 一博 内閣官房内閣審議官（健康・医療戦略室次長） 

生川 浩史 文部科学省大臣官房審議官（研究振興局担当） 

樽見 英樹 

（代理：宮川 昭二） 

厚生労働省大臣官房審議官（健康、生活衛生担当） 

（厚生労働省健康局結核感染症課感染症情報管理室長） 

脇田 隆字 国立感染症研究所副所長 

調  漸 国立大学法人長崎大学学長特別補佐（社会貢献担当） 

森田 公一 国立大学法人長崎大学熱帯医学研究所長 

濵本 磨毅穂 長崎県副知事 

三藤 義文 長崎市副市長 
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国際的に脅威となる感染症対策の強化に関する基本計画（抜粋） 

 

４．感染症研究体制推進プロジェクト 

(1) 感染症研究拠点の形成 

○ 国内の大学等の研究機関における感染症に係る基礎研究能力の向上及び危険

性の高い病原体等の取扱いに精通した人材の育成・確保等を図るため、病原体解

析、動物実験、治療法・ワクチン開発等の研究開発が可能な最新の設備を備え、

安全性の確保に最大限配慮した BSL4 施設を中核とした感染症研究拠点の形成に

ついて、長崎大学の検討・調整状況等も踏まえつつ、必要な支援を行うなど、我

が国における感染症研究機能の強化を図る。【内閣官房、文部科学省、厚生労働

省】 

 

○ このため、本年度内に、関係省庁、関係自治体及び大学等から構成される協議

会を内閣官房に設けて、上記の BSL4 施設を中核とした感染症研究拠点の形成に

必要な支援方策等について以下の点を含め検討・調整し、推進する。【内閣官房、

文部科学省、厚生労働省】 

 ① BSL4 施設の具体的な活用方策等（感染症に関する病原体や疫学等の基礎研

究・人材育成、医薬品創出のための研究開発等、そのためのネットワークや連

携・協力の在り方） 

 ② BSL4施設の機能及び運営方法等の在り方  
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感染症研究拠点の形成に関する検討委員会の開催について 

 

平成 28 年 3 月 31 日 

国 際 的 に 脅 威 と な る 

感染症対策推進チーム長 

決 定 

 

 

１ 国際的に脅威となる感染症対策推進チームの設置について（平成 27 年９月 11 日 国際

的に脅威となる感染症対策関係閣僚会議決定）第５項の規定に基づき、政府一体となって

我が国における感染症研究機能の強化を推進する観点から、ＢＳＬ４施設を中核とした感

染症研究拠点の形成に関する支援に係る関係行政機関の検討及び調整の促進を図るため、

感染症研究拠点の形成に関する検討委員会（以下「検討委員会」という。）を開催する。 

 

２ 検討委員会の構成員は、別紙のとおりとする。 

 

３ 検討委員会は、必要に応じ、構成員以外の関係行政機関の職員その他の関係者をオブザ

ーバーとして招請することができる。 

 

４ 検討委員会の庶務は、文部科学省、厚生労働省等関係行政機関の協力を得て、内閣官房

国際感染症対策調整室において処理する。 

 

５ その他検討委員会の運営に関する事項その他必要な事項は、チーム長が定める。 
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別紙 

 

感染症研究拠点の形成に関する検討委員会 

 

主 査 内閣官房内閣審議官（国際感染症対策調整室長） 

構 成 員 内閣官房内閣審議官（危機管理審議官） 

内閣官房内閣審議官（健康・医療戦略室次長） 

 文部科学省大臣官房審議官（研究振興局担当） 

 厚生労働省大臣官房審議官（健康、生活衛生担当） 

国立感染症研究所副所長 

 長崎大学学長特別補佐（社会貢献担当） 

長崎大学熱帯医学研究所長 

長崎県副知事 

長崎市副市長 
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